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五年間に及んだ葛籠町工区のほ場整備事業も、本年でいよいよ完工の運び

と聞いております。この間、河瀬土地改良区をはじめ地元の人々のあたたか

いご理解 に支えられて、埋蔵文化財の発掘調査 を進めてまいりました。この

付近は、以前から旧街道に沿って発展 してきた歴史地理的な条件から、古 く

より開けていたことが考えられていました。五年間における埋蔵文化財の発

掘調査でも、この予想 を裏切る事なく、縄文時代晩期から中世に至る数々の

遺構、遺物が出土 しています。人々の英知がより多く土地に刻まれている地

域であると考えられます。

五年間にわたる発掘調査は、掘削を受ける排水路 を中心 とする線的な調査

であり、各遺跡の全体 を明らかにするまでには至 りませんでしたが、歴史の

表面に現われない人々の営みを教 えてくれる貴重な史料であると言えましょ

う。この様な史料がより多く集まれば、豊かな歴史 を解明する事になると考

えます。

本書は、平成元年度の団体営ほ場整備事業に先だつ事前調査 として実施 し

ました市内遺跡調査事業の報告書であります。彦根市は旧愛知郡、旧犬上郡、

旧坂田郡にまたがる市域 を持っていますが、この事から考えましても多様な

歴史 を経て来た事が考えられます。本書がこれ等の歴史を解明する一助にな

れば幸です。また、「彦根 らしさ」 を倉Jり 出して行 く基礎的な資料 となれば

望外の喜びであります。

最後になりましたが、河瀬土地改良区をはじめとする地元の皆様や関係者

の方々には文化財に対するご理解 とご協力をいただきまして厚 くお礼 を申し

上げます。

平成 2年 3月

彦根市教育委員会

教育長 和 田 豊 治



例 口

1.本書は、平成元年度に実施 した補助事業市内遺跡群発掘調査事業の報告書である。

2.遺跡は、法士南遺跡が彦根市法士町および葛籠町地先に、門田遺跡が彦根市堀町地先

に所在する。また、葛籠南遺跡は葛籠町地先に所在する。

3.調査は、河瀬土地改良区の依頼に基づき彦根市教育委員会が実施 した。

4.調査は、次の体制で実施 した。

彦根市教育委員会

社 会 教 育 課長  高 橋 安 太

同 課 長 補 佐  尾 本 吉 史

同文 化 財 係長  日 夏 秀 喜

同文化財係技師  本 田 修 平

5,現地の調査および整理作業には次の方々が参加 した。

調査作業員      
ら

大堤須美子 。亀 岡 よ し・北 り|1正 吉 。鈴 木 千 代

茶 木 作 次 。出口加寿夫・寺 村 ま つ 。中 尾 芳 雄

西 村 昭 三・原  弥 助・疋田千鶴子・古 り|1 久

若林善五郎 。若 林 佳 子

整理作業員

乾  範 子・角岡真理子 0中 嶋 容 子・西 村1幸 子

以上敬称を略す。

記 して感謝 したい。

6.出土遺物等の資料は、本市教育委員会が保管 している。
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1 . I:J[ じ め  に

法士町は、旧中仙道の面影 を現在に伝 える松並木を残す葛籠町と犬上川の中間に位置 し、

旧中仙道に沿った集落である。この集落の南から東にかけては、甲良町との境がいりくみ

ながら走っている。法士南遺跡は、この法士町と葛籠町の間に広がる田面に須恵器等の遺

物が散布する散布地として確認 していた遺跡である。旧中仙道に沿って葛籠南還跡 と並ぶ

犬上川左岸の遺跡群に入っている。

犬上川左岸の国道 8号線を中心とするこの付近の地形の現状は、豊かな農業地域として

田や畑が広がっているが、所々に湧水地や薮に覆われた荒地が見られ、典型的な扇状地先

端部の地形を示している。この様な地理的な条件でこの地の歴史は展開したと考えられ、

大上川左岸の遺跡群は形成された。

この中で、縄文時代晩期から古墳時代前期に至る歴史は、南川瀬南遺跡や堀南遺跡等で

若干の遺物や遺構等資料はあるが、まだまだ資料不足であり、その詳細を知るには至って

いない。この地の農耕が進んだ時代は、現時点までの資料から古墳時代後期と考えられ、

横地遺跡や葛籠北遺跡での後期群集墳の確認は、かなりの規模の集落が形成されていた事

がうかがえる。奈良時代から平安時代にかけての遺跡は、掘立柱建物跡を中心とする集落

が1～ 2キ ロメートルの間隔で確認できる事から、開発可能な地域はほぼ開発されたと考

えられる。この様な歴史的な環境の中で東山道は、旧中仙道のルートで街道の設定がなさ

れ、この地域は古代から近世に至る畿内と東国とを結ぶ主要なルートとともにその歴史を

歩むことになった。

以上の様にこの地域は、現在までの資料から見れば、古墳時代後期から人々の活動が顕

著になり遺跡として残されている。

次に調査に至る経過および調査方法について述べたい。

河瀬土地改良区による葛籠町工区のほ場整備事業は、5ケ年の継続事業として計画され

たもので、当初の全体事業計画決定時点で土地改良区から埋蔵文化財確認調査依頼の提出

を受け、工区全体の確認調査を実施 した。その結果、工区内で南川瀬南遺跡、葛籠南遺跡、

法士南遺跡の 3つの遺物の散布地を確認した。このため、河瀬土地改良区及び市農政課と

当市教育委員会の協議で、年度ごとに工事予定地域の調査を実施することにした。
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以上の協議結果をふまえて、平成元年度は葛籠町工区の最終工事として葛籠町から法士

町の旧中仙道より上の工区がほ場整備工事予定地域であるため、法士南遺跡の調査 を実施

した。

調査 に至る経過は、平成元年 4月 28日 付け河瀬土改第10号で発掘届および調査依頼の提

出があり、当教育委員会では平成元年 6月 3日付け彦教委社第380号で発掘届の進達およ

び調査通知の提出を県教育委員会にした。

発掘調査は、先ず掘削が確実に行なわれる排水路予定地 を中心に試掘調査 を実施 し、遺

構面や包含層等遺跡の範囲が明確になった地点では、 トレンチを拡張 してその性格 を把握

する事 として計画 した。現地の調査は、工事が夏期施工のため麦の刈 り入れをまって平成

元年 7月 11日 から試掘調査 に入 り、遺構が確認できた地点では トレンチを拡張 して調査 を

実施 した。また、東海道新幹線 と甲良町の間の工区についても、昨年度の調査で新幹線の

端まで遺構が確認できたため遺跡の広がりを予想できた所から平成 2年 1月 22日 023日 の

両日にわたり試掘調査を実施 した。しかし、遺跡の広がりを確認することはできなかった。

同時に資料の整理作業を実施 し、平成 2年 3月 31日 に全ての作業を終了した。
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2.調 査 の 結 果

法士南遺跡は、前記 した様に須恵器等の遺物が耕作地の表面に散っている事 を確認 した

散布地で、法士町の南側に広がっている遺跡である:地形 をミクロ的に見れば、甲良町か

ら法士町に向かって舌状の微高地が伸びており、この狭小な微高地の間を水路が走 る地形 と

なっている。ただし、この付近は現在までの調査の結果、耕作土の下の地層は黄褐色粘質

土層が遺跡の地山になっている所と礫層や砂層等と極端に言えば各田ごとに変わる様な地形

であり、遺跡は安定 した狭小な微高地上に展開しているものと考えられた。このため、調

査は掘削される排水路敷に試掘 トレンチを設定 して、先ず遺跡の範囲を確認する事から始

めた。結果的には、試掘 トレンチは計24ヶ 所におよび、遺構面を確認 して拡張 した トレン

チは 3ケ所であるが、この他遺物の出土を見た トレンチも数ケ所ある。 しかし、この遺物

の出土は、須恵器片等が数点から十数点と極少量で、有力な包含層も確認できなかったた

め トレンチを拡張 して精査するまでには至らなかった。

遺構面を検出した 3ケ所の トレンチの基本的な土層は、耕作土直下の黄褐色粘質土の床

土が遺構面になる。ただし、40cm前後ある耕作土層は近年の トラクター等農業機械による

反転のため掘 り込みが20cm前後 と浅 くなっているため、表土下30clnぐ らいで床土が形成 さ

れかけている。各 トレンチで包含層として取 り上げた遺物は、遺構面の精査の時点で出土

した遺物がほとんどであり、明確な包含層は確認 していない。

次に調査で確認 した遺構について、各 トレンチごとに述べる。

120ト レンチ拡張】

甲良町との境の呉竹児童公園のすぐ北側に設定したトレンチで、表土から約60clnで遺構

面を検出した。遺構は竪穴式住居跡を中心とするもので計 6棟を数え、この他に土拡やピ

ットも検出している。 トレンチは、4m× 35mで設定した。

SH-1

20ト レンチ東側で検出 したほぼ一辺が 4mの若干不整形 なものであるが、隅丸方形 をな

す竪穴住居跡である。深 さは約2.5 clnほ どで残存状況は非常に悪 く、住居跡内 ピットも明

確 には確認で きなかった。主軸は、南北 より10度 ほど振 っているが、東壁側 には深 さ約15
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cmの楕円形 をした皿状の落 ち込みがあり、北隅には焼け土や灰が広がって検出できた。た

だし、床面には強い焼け面は見 られなかった。

SH-2

sH-1の 北側約 lmの所で sH-1と 一辺がほぼ一直線上に揃った状態で検出したも

ので、一辺が4m強の隅丸に近い方形の竪穴住居跡である。この住居跡 も住居跡内ピット

を全て確認することはできなかったが、住居跡東壁北隅側で焼け土、灰の広がりが見 られ

た。ただし、この焼け土層も壁面や床面での強い焼け面は確認できなかった。 sH-2も

深さは約20clnほ どで残存状況が良いとは言えない。

この SH-2は 、前述 した様にその一辺をsH-1の 直線上に並べて約 lm北側に存在

する事や、同一規模のプランを持つ事等により、床面での遺物の出土は見なかったが、同

時期に存在 していた事が考えられる。

SH-3

トレンチの中央部付近で トレンチ東壁に入 り込んだ形で検出した住居跡で、SH-2の

北傾1lmの所でほぼ並行 している。住居跡全体の約%ほ どしか調査できなかったが、その

一辺をほぼ検出しており、 5m強の規模 を持つ方形の竪穴住居跡である。深 さは約15cmで

残 り具合はあまり良くなかったが、住居跡内ピットは比較的に良く検出できた。遺構面は

複合 していると考えられるために、遺構面で検出できなかったピットが床面でやっと確認

できたものもあると思われる。この住居跡でも床面に着いた遺物の出土は見なかった。

SH-4

トレンチ西側で検出したもので、最初は一辺 6mの住居跡と考えていたものがt精査 し

た結果この落 ち込みが 3棟の住居跡が切 り合っているものである事が確認できた。このう

ちの南側のものをsH-4と したが、sH-3と の間隔は1.5mでほぼ並行 しており、一

辺4.2mの規模である。住居跡のプランを確認するためにかなり削 り込んでいるが、深 さ

は20cmを 計 り、南隅が若干不整形であるが隅丸にちかい方形の竪穴住居跡である。住居跡

中央部に径 lmで深 さ10cmほ どの皿状の落 ち込みを検出し、住居跡内ピットも数ケ所確認

している。

SH-5

sH-4と sH-6を 掘 り込んだ結果、床面で確認で きた住居跡で、 sH-5と して掘
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り込んだ住居跡である。遺構面で検出しきれなかったものであり、また主軸 も若干振れて

おり、東隅部分 しか検出できなかった方形の落ち込みであるが、ここでは竪穴住居跡 と考

えている。

SH-6

sH-4と 重なって検出したものであり、SH-4,sH-5に 切 られている。一辺 6

mの規模 を持つもので、深 さ10cmを 計 り、その残存状態は非常に悪い。住居跡 に伴 うもの

かどうかは不明である。プランは、方形でありSH-4と 一辺 を共有する。 20T拡張 ト

レンチで確認 した竪穴住居跡のうちでは一番大きいものであるが、床面に着いたかたちで

の遺物の出土はなかった。

溝 (SD-1)

この トレンチで確認 した溝は、この 1本だけであった。 SH-3と SH-6に 切 られて

N-68°―Wの方向に走 る断面「 L」 字形 をした深 さ18crnを 計 るものである。この溝 につい

ても若干の遺物 が埋土内より出土 したにとどまった。

土  墳

sH-2の 東側で、この住居跡に切 られる形で不整形な方形を成す土渡が 2

きた。深 さは20～ 25cmで あり、ほぼ垂直に近いかたちで掘 り込まれたものであ

遺構 も若干の遺物を埋土中より出土 したにとどまった。

ケ所確認で

るが、この

以上述べたように、この トレンチでは竪穴住居跡 6棟 を中心とした遺構を検出したが、

この他にピットを多数確認 している。 しかし、 トレンチ幅が4mである等の事から、掘立

柱建物の跡を明確に検出するまでには至らなかった。ただし、ピットの全体的な検出状況

を見るなら、南北からはやや振っているが、住居跡 とほぼ同一方向で並んだ傾向を示 して

いる。これは、この地の地形的な条件を示 しているものと考えられる。同時に、掘立柱建

物跡の存在を予想 させるものと考えている。

この トレンチでの遺物の出土は、主に遺構面を精査 している時点で包含層として取 り上

げたものと、遺構の埋土内からの出土であり遺構の底の面に着いて出土 した様な直接的に

遺構の時代を示す遺物の出土はなかった。しかし、出土遺物より遺構全体の時代幅を考え

るなら、古墳時代後期から平安時代末期までの時間幅を考える事が妥当であろう。

また、竪穴住居跡の時期決定は、前述 したように明確にその時代を示す遺物の出土がな
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かったために断言する事は不可能であるが、埋土内の遺物では、不の蓋に掛け部のついた

須恵器が見 られる事や、 4mか ら5mの小型の方形住居跡である事等を考え合わせれば、

奈良時代前期の前後を想定させる。ただし、sH-4、 5、 6の切 り合いから最低でも 3

時期あると思われる。

以上の事から、この遺構群は比較的にまとまりのある規格性 を示 しており、計画的に住

居を配置 した集落の様子がうかがえる。

【11ト レンチ拡張】

11ト レンチは、葛籠町の家が並ぶ東端の田に設定したもので、遺構面を確認 し遺物の出

土を見たために試掘 トレンチを拡張 したもので、葛籠町より法士町に至る農道に並行して

設定した。その規模は、幅 4mで長さ24mである。

遺構面は、耕作土直下の床土層で確認したもので表土下約30cmで ある。この田も本来的

な耕作土は30cmで あるが、近年の農業機械による耕作で表土下20～ 25cmの 所が床土化して

いたが、基本的には耕作土層である。以上の様に遺構面が非常に浅いために、遺構面がか

なり削平されていると考えられる。

遺構は溝、ピット等を確認したが、以下に記す。

溝 (SD-2、 SD-3)

トレンチにほぼ並行 して伸びる溝が トレンチ中央部で「十」字形を成すものとして検出

したが、その後の精査で トレンチ北端から伸びる溝は トレンチ中央部で曲がり南に向って

走る事が確認できた。また、 トレンチ南側の溝は、 SD″ 2に切 られていることがプラン

として検出できたためにsD-3と して掘 り込んだ。

SD-2は 、北端で幅60cm・ 深 さ10cmの 断面「L」 字形をなすものであるが、南佃1では

徐々に幅が広 くなり約 lmを計 り断面も「u」 字形 に近いものになる。SD-2は 、幅50

cm前後で太 くなったり細 くなったりしながら直線的に伸びるが、深さは10cmと 極 く浅いも

のである。この 2本の溝はともに埋土中の遺物は少量であり、その時代 を決定するまでに

は至っていない。

ビ ッ ト

この トレンチでも直径20cm～ 60cmま でのビットを多数検出したが、今回の調査で明確に

掘立柱建物跡 と考えられるピットは検出できなかった。ただし、当遺跡付近の近年の調査
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結果から、必ずと言って良いほど奈良時代から平安時代にかけての遺構では掘立柱建物跡

が確認できている。このことから、調査面積 を広げればこの地域でも掘立柱建物跡を検出

する事は可育ヒだろうと考える。

114ト レンチ拡張】

11ト レンチ拡張の約10m南側で設定したトレンチで、排水路はここで飽の手状に屈曲し

て一担家の近くまでよって作られる設計であるために設定したものである。この トレンチ

も遺構面は耕作土の下の床土層で検出したものであり、耕作土層は50cmあ るがヽ30cm前後

に床土が形成されつつある。

このトレンチも、試掘の時点でピットを数ケ所確認したためにトレンチを拡張 したもの

である。

溝 (SD-1)

トレンチの東側で確認 したもので、幅 3m・ 深 さ60cmを 計 る断面逆台形状 を成す しっか

りと作 られた溝である。ただし、埋土中にはほとんど遺物が入っておらず、その時代 を決

定する事は不可能である。

SB-1

トレンチの西側で 1間 × 2間の掘立柱建物跡 を確認 したもので、 2間 × 3間以上の建物

跡 と考 えられる。ピットは、直径30～40cmの 円形 をなし、柱間は 2mを計 る。主軸は、N

7° ―Eと ほぼ南北 を示 している。

SB-2        、

sB-1の 南側で確認 したもので、現状では 1間 × 3間の掘立柱建物跡であるが、本来

的には 2間 × 3間以上の建物跡 と考えられる。ピットは30cm前後の直径を持 ち、柱間は 2

mを計る。主軸は、N-115° ―Eと SB-1と 13°東に振っている。この 2つの建物跡は重

なり合 うもので、建物跡が少なくとも2時期ある事を示 しているが、ピット内よりの遺物

の出土はほとんどなく、その時期を決定することはできなかった。また、切 り合い関係 も

不明である。
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〔〕 .

法士南遺跡の発掘調査は、今回初めて実施 したものであるが、遺構検出の状況や遺物の

出土状況等は、葛籠南遺跡のそれと非常に良く似ている。すなわち、遺構の検出できる範

囲が非常に狭いと言 う事が一番に上げられる。これは、調査範囲が極めて限定 されている

事にもよるが、遺構が確認できる範囲が直線で40m前後であり、遺構の立地する微高地が

狭小であると言 う地形的な理由によると考えられる。 1の 「はじめに」でも記 した様にこ

の地域は犬上川が形成 した扇状地先端部であり地理的に安定 した地形が限られていた事が

上げられよう。この地形的に限られた中で、人々は比較的安定 した所に集落を形成 した事

がうかがえる。この時代が、古墳時代の後期であったと考えられ、この後集落が平安時代

まで継続的に営まれていたと思われる。

2番 目には、この地の遺構面がほぼ30～ 50cmの 耕作土直下で検出されている事である。

この事は、この地の沖積作用が弱かった事を示 していると考えられるが、遺構面が削平 さ

れていた可能性 もあると思われる。このために、包含層がないか、あったとしても非常に

薄いものであり、あまり遺物を出土 しない遺跡を形成 したものと考えられる。

遺跡の検出状況 としては上記 したような事があげられるが、歴史の時間的な流れの中で

この地域を見た場合、古墳時代後期の集落の良い資料がまだない段階であるので確定的な

事は言 えないが、後期群集墳を検出した葛籠北遺跡の存在を抜 きにしては語れないだろう。

すなわち、古墳を持つ遺跡 と狭小な微高地に立地する遺跡の差であるが、母村 と分村的な

関係を暗示するが、現在の資料ではまだ具体的にその関係を語 るには至っていない。

以上の事から現時点での所見を述べれば、この地域が本格的に開かれたのは古墳時代後

期以降であり、奈良時代、平安時代と順調に集落が営まれていた。ただし、その範囲は極

めて限 られていたと考えられる。この地は遺構面まで比較的に浅 く、また遺構が耕作等に

よって削平された可能性を考えれば、堆積作用が非常に弱かったと思われ、地形的に見れ

ば極めて安定 していたのではないだろうか。この事が古代国家における街道の整備の時に

有利であり、東山道がこの地付近に決定 した 1つの理由ではなかったか。

以上の様に考えるなら、この地域は彦根の古代を考える上で非常に重要な意味を持つ地

域であると考えられる。今後の資料の増加に期待 したい。

とま
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4口 門田遺跡の試掘調査について

門田遺跡は、大上川が扇状地 を抜けて沖積地を形成 した、大上川中流部左岸に所在する

遺跡で、現在の大上川より0.5 kmに位置する。遺跡は堀町東側に広がる田で耕作土表面に

須恵器等の遺物が散布する事から確認できたもので、沖積地微高地に立地する散布地 と考

えられた。

当遺跡のJR琵琶湖線 を扶んだ東側には、後期群集墳・竪穴住居跡 。掘立柱建物跡を中

心とした横地遺跡があり、また南側約 l kmに は弥生時代後期と考えられる方形周溝墓や他

には作 り付けのかまどが付いた竪穴住居跡等を確認 した堀南遺跡がある。また、当遺跡の

北西 l kmの所には以前に調査 を実施 した上沢尻遺跡が所在 し、対岸には弥生時代最終末か

ら古墳時代に至る集落跡 と自鳳時代の古瓦を出土 している竹ケ鼻廃寺がある。この様に見

るならば、犬上り||は豊かな歴史 を育んで来たことがわかる。

今回の発掘調査は、河瀬土地改良区によるほ場整備事業の事前調査 として実施 したもの

であるが、当初昭和62年 に工事計画がなされ土地改良区 0市農政課 と当教育委員会が協議

をして工事実施にあたっては発掘調査 を行なうこととした。当地は稲糎を作る田であると

の事で休耕ができないと言 う条件があり、また他の地域の工事 もあり今年度の施工となっ

たものである。このため、発掘届および調査依頼 を河瀬土地改良区から再度出 してもらっ

た。事務手続は、平成元年 9月 28日 付河土改等11号 で発掘届および調査依頼の提出があり、

これを受けて当市教育委員会では平成元年10月 2日 付彦教委社第 998号で発掘届の進達お

よび調査通知を滋賀県教育委員会に提出した。

調査は、排水路予定地に先ず試掘 トレンチを入れて、遺構、包含層等が検出できた場合

はトレンチを拡張することとして計画 した。工事は、冬期施工 との事であり、稲の刈 り入

れ後の10月 2日 より重機にて試掘調査 を実施 し、その後平板測量を行ない10月 6日 で終了

した。排水溝は江面川から堀の集落まで県道三津彦根線に平行 して予定されていたため、

|ヨゴ田一枚おきに試掘 トレンチを設定 し、結果的には10ケ 所の トレンチを設定 した。

全体の土層は、強い沖積地の様相を示しており、粘土層から砂層もしくは砂響層になり

各 トレンチともに湧水が見られた。また、 7ト レンチの下の田は自噴する湧水があり、田

は重機が沈みかけるほど地盤が悪かった。これ等のことより考えれば、この地は強い低湿

地であった事がうかがえ、若干出土した遺物は流れ込みによるものと思われる。また、遺

構も確認できなかった。
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。
ヾ
ｅ
拘
鶏
〉
択
掏
縮
善
荊
肛
）
Ｄ
邸
疎
壼
輪
せ
ｏ

。い
く
）
佃
恒
埜
ｔ
ｓ
怒
製
Ｄ
掏
掏
≦
ミ
佃
旧
藝
迦
佃
忙

ｏ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
〉
眠
ミ
゛

ｂ
題
ｓ
ヽ
世

０
「
Ю
卜
邸
ま
゛
条
縮
画
響
ヨ
片
迦
縮
せ

ｏ

。
Ю
ぐ
）
佃
忙
む
こ
ｓ
怒
製
う
や
掏
ミ
佃
口
当
型
佃
忙

ｏ

倉
じ
嘲
慎

Ю
．Ｏ
Ｈ
酬
響
Ц

０
．∞
【
酬
讐
Ｌ

０
‘
Ｈ
一ｕ
回

ヾ
Ｈ
則
皿

∞
．マ
【
幽
製
Ц

鋼
．∝
∝
ｕ̈

巨

ヽ
「
職
口

０
．〓
則
回

讀
８
則
皿

ヾ
　
位
器

Ю
「
則
回

〇
．０
副
製
鋼
偏
肥

畿
離

・
熙
即

串llu

便

熙冶

ヽ

服ヘ

便

熙 聘

串 lll

便

RK

器

便即

熙

器

便硼

熙

聰 llu

便

熙聘

串虫

便

RK

中

脚
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柵

　

埋

懸 H
ヽ |

い 国

民∽
ミ ミ ヽ

怪
事

・
服
Ｊ

・
引
墾

邸

¨
掻
襲

Ｊ
区
憮

¨
朧
Ｊ

戦
Ц

¨
引
墾

邸

¨
掻
襲

Ｊ
Ｘ
Ｓ

¨
朧
Ｊ

Ц
興

¨
＝
墾

邸

¨
祭
弩

Ｊ
Ｘ
Ｓ

¨
羅
Ｊ

Ц
鰹

¨
＝
墾

邸
傘
傘

¨
掻
撃

Ｊ
区
ヽ

¨
駆
Ｊ

欺
Ц

¨
＝
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
Ｘ
Ｓ

¨
駆
Ｊ

Ц
禦

¨
＝
墾

邸

一
掻
撃

綱
区
ヽ

¨
需
Ｊ

Ц
興

¨
＝
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
区
邸

¨
需
綱

Ц
禦

¨
＝
墾

邸

Ｊ
Ｘ
Ｓ

。鞠
佃
全
胆

需塔
J嬰

掏
禦
Ｓ
Ｏ
卜
ヽ
目

】
¨
＝
墾

邸

¨
優
襲

Ｊ
区
興

¨
朧
Ｊ

欺
可

¨
引
墾

邸

一
掻
撃

Ｊ
区
も

一
需
Ｊ

Ц
禦

¨
＝
墾

邸

¨
塔
撃

Ｊ
Ｘ
Ｓ

¨
需
Ｊ

Ц
業

¨
＝
墾

邸

¨
優
撃

｛嗣
鯉
｝
剛
』
螺

¨
駆
Ｊ

Ц
鰹

¨
＝
墾

測

服

。側
駆
ヘ
ホ
ロ
ヽ
口
星

Ｏ
Ｎ
旧
く
Ｃ
輪
量

・
佃
忙

ｏ

。測
需
鯨
ホ
ロ
ヽ
口
越
゛
測
に
く
Ｃ
迦
縮
せ

ｏ

ヽ

鞭

畿

。
〉
眠
）
う
邸
く
゛
裏
縮
買
Ｏ
＝
叫
迦
請
せ

ｏ

。
ヾ
代
）
佃
位
む
ｔ

ｓ
怒
製
Ｄ
Ｏ
ミ
国
図
旧
褻
迦
佃
位

ｏ

。
Ю
ｅ
拘
総

〉
ぱ
掏
縮
響

′
莉
圏
）
Ｄ
邸
く
型
疑
せ
ｏ

ヽ

。
ヾ
ぐ
Ｐ

ｓ
せ
や
ヽ
―
、
ハ
型
３
量
畑

ｏ

。
ヾ
ｅ
樋
総

〉

ぱ
掏
疑
普
）
Ｄ
や
く
０
曖
回

′
莉
眠
）
う
錮
Ｃ
セ
縮
章

ｏ

倉
じ
嘲
衰

∞
．Φ即

佃
忙

∞
．コ

即̈

日

ヾ
．ヾ

［
即̈
日

ｏ
Ｈ

則
回

０
．〓
即
日

卜
‘

「
即̈

日

ヾ
あ

Ｈ
即̈

日

∞
．曽
則
回

ヽ
〓
則
回

Φ
．∞
鵬
即

日

Ｎ
．ヽ

即
日

８
則
回

畿
昨

・
熙
即

串球

便

熙聘

ヽ ミ 尽

聴

配

綴
区

中

脚
〇
∝

寸
Ｎ
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撫

　

樫

Ｈ
Ｉ

目

の

望
ヽ
い
日

∞
―

口

∽

出
ヽ
い
ｏ
∝

ヽ

∞
―
国

の

誦
ヽ
い
ｏ
Ｎ

怪
事

ｏ
服
Ｊ

・
引
聖

杯

Ｊ
燿
憔
ポ

。輛
佃

露墨

掏
興
Ｓ
Ｏ
卜
ヽ
目

Ｈ
¨
引
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
胆
憔

¨
需
Ｊ

Ц
禦

¨
＝
墾

邸

¨
優
襲

Ｊ
叩
憔

¨
需
Ｊ

Ц
禦

¨
＝
墾

邸

¨
祭
螂

Ｊ
Ⅲ
区

¨
需
Ｊ

戦
Ц

¨
＝
墾

杯

¨
掻
襲

Ｊ
燿
Ⅲ
ぷ

¨
需
Ｊ

。輛
佃

掏
興
合
Ｏ
卜
ヽ
目

Ｈ
¨
引
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
区
枢
Ｓ

¨
需
Ｊ

Ц
禦

¨
引
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
区
ぷ

¨
需
Ｊ

欺
Ц

¨
＝
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
区
胆

¨
駆
綱

暉
禦

¨
＝
墾

杯

¨
怪
嬰

Ｊ
Ⅲ
ぷ

¨
需
Ｊ

ｇ
興

¨
引
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
Ｘ
Ｓ

¨
朧
Ｊ

Ц
禦

】
＝
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
区
胆
も

¨
駆
Ｊ

欺
Ц

¨
＝
墾

邸

¨
怪
襲

Ｊ
区
肛

¨
駆
Ｊ

。鞠
佃
卜
撫

掏
望
合
Ｑ
ト
ベ
ロ

【
¨
＝
墾

311

服

。
ヾ
黙
£
匝
Ｎ
悧
駆
鯨
へ
郷
星
Ｏ
Ｎ
恒
く
屋
迦
縮
曖
回
ｏ

。側
需
Ｋ
迦
阿
Ｃ

′築
く
ぐ
）
悧
駆
体
ホ
駆
迦
旧
く

ｏ

。測
需
鯨
ホ
埋
望
０
測
旧
く
Ｃ
迦
輪
せ

ｏ

。側
朧
ヽ
へ
巡
Ｏ
ｓ
Ｓ
い
ζ
迦
に
く
離
画

ｏ

。悧
需
氣
ホ
ロ
ヽ
口
星
゛
掏
に
く
Ｃ

ｏ

。副
謳
氣
ホ
郷
星
“
Ｎ
旧
く
Ｃ
迦
縮
せ

ｏ

。側
駆
体
へ
駆
型
巡
Ｏ
ｓ
Ｓ
い
ζ
迦
旧
く
掃
珠
Ｋ

ｏ

。副
駆
祇
へ
婆
理
０
却
旧
く
Ｅ
煙
縮
せ
ｏ

。副
駆
Ｋ
ｓ
Ｓ
い
ζ
迦
目
ま
縮
珠
К
ｏ

。
測
羅
鯨
ホ
郷
星
゛
掏
阿
く
Ｃ
壼
千
せ

ｏ

。側
需
下
ホ
ロ
ヽ
口
越
゛
測
旧
く
Ｃ
セ
縮
せ
ｏ

他

畿

。
Ю
ｅ

Ｓ
拘
緯

〉
ぱ
掏
縮
善

′う
掏
掏
≦
＝
Ｏ

「
〉
」
週
礎
回

ｏ

。
Ю
Ｏ
わ
髯

〉
ズ
う
■
ぐ
悩
０
星
快
＝

仰
輪
善

′
莉
阻
望
≦
＝
Ｏ

「
〉
」
望
ぐ
編
削
式
迦
曖
回
ｏ

。
ヾ
ｅ
拗
総

〉
択
掏
輪
普

′
莉
肛
星
≦
く

、
い
壼
千
昌

ｏ

。
Ю
ｅ
拘
総
〉
択
掏
輪
普

′
莉
眠
）

⊃
邸
く
星
ｇ
騨
回
迦
縮
せ

′戴
゛
せ
型
丼
堕
壼
迦
縮
画

ｏ

。Ю
や
曽
疇
出
中
撫
掏
輪
普

′
荊
眠
星
ｇ
騨
回
壼
千
礎
Ｅ
ｏ

。
Ю
Ｏ
わ
牌

〉
択

）
や
れ
即
煮
掏
千
普

′
ｓ
築
引
゛
樹
星
ｇ
騨
回
迦
曖
回
ｏ

。卜
掏
掏
邸
く
１
２
通
輪
状
Ｋ

ｏ

。
Ю
ｅ
わ
緯

〉
択
０
縮
普
）
や

拘
題
回
越
部
∞
掏
曖
回

′
Ｄ
鞭
掏
≦
く
１
２
壼
縮
未
Ｋ

ｏ

。
ヾ
０
わ
緯
〉
ぱ
掏
縮
普
）

や
拘
削
く
０
●
掏
曖
日

′
Ｄ
響
掏
≦
く
１
２
迦
喘
状
Ｋ

ｏ

。
や
０
拘
紀

〉
状
掏
輪
普

′
ｓ
せ
掏
千
車
）
⊃
■
莉

高
掏
旧
超
曖
回

′
Ｄ
苺
掏
≦
く
１
２
響
片
鵬
迦
縮
株
Ｋ

ｏ

。９
北
゛
部
星
縮
む
車

ｏ

。Ю
辻
掏
縮
ｎ
Ｏ
畿
眠
田
障
褻

く
一週

ｓ
Ｌ
星
ヽ
―
ゃ
ハ
０
縮
普

′Ｐ
ｓ
辻
や
コ
片
迦
縮
状
Ｋ
ｏ

（３
）酬
慎

Φ
＾

鷹
即

日

Ｎ
．ｏ
斜

即

日

ヾ
．Ю

即
縮
昌

則忙
回鵠

Ｈ
ぶ
斜

即

日

ヾ
〓
即
日

”
〓
則
回

卜
‘

Ｈ
輌則

回

〓
則

回

０
．８
即
日

ヾ
．〓
則
□

畿
離

・
熙
即

昨

E翻

引

鵠即

檻

引 uX

騰輪

最

引墨

離ぶ

便

熙 貯

鵠襴

最

‖暉

昨

便側

熙

器 lll

便

熙壁

ヽ ヽ

中

脚
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柑

　

彗

望 CO

SI
い国
民の

ミ

出 Φ

ヽ |

い目
R∽

鼈 ∞

輌 |

い 目

民の

侵
撃

・
冊
Ｊ

・
＝
墾

J
Ц 区
興潔邸

菫馬墨

椰

¨
掻
嬰

Ｊ
区

¨
駆
Ｊ

。わ
佃
肝
撫

掏
繁
Ｓ
Ｏ
ト
ベ
ロ

Ｈ
¨
＝
墾

邸

”
怪
撃

Ｊ
区
皿

¨
駆
Ｊ

。絶
佃

掏
興
Ｓ
Ｏ
ト
ベ
ロ

Ｈ
¨
＝
墾

J
欺 区
Ц llEE邸

菫露墨

J

墨騒邸

基語墨

J
可区
業・EEl堅

基語墨

邸

¨
塔
嬰

Ｊ
区
Ⅲ

¨
需
Ｊ

Ц
禦

¨
＝
墾

邸

¨
怪
撃

Ｊ
区
憮
部

¨
羅
Ｊ

Ц
興

¨
＝
墾

邸

¨
塔
撃

Ｊ
区
胆
潔

¨
朧
Ｊ

可
興

¨
引
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
区
胆

¨
朧
Ｊ

。わ
佃
嘲
全
興

掏
興
台
Ｏ
ト
ベ
ロ
Ｈ
¨
引
墾

Ц J
興 区邸

引朧 怪
墾 J嬰

tll

服

。側
駆
妹
ヘ
ロ
ヽ
口
星
゛
掏
旧
く
Ｃ
ｏ

。副
朧
ヽ
小
輝
型

，
Ｎ
に
く
К
縮
せ

ｏ

。副
朧
Ｋ
セ
に
く
千
画
ｏ

。側
需
無
ホ
ロ
ヽ
口
星
つ
Ｎ
阿
煮
Ｃ
ｏ

。測
需
祇
ホ
ロ
ヽ
口
型
゛
Ｎ
縮
せ
ｂ
「
緯
縮
佃
位

ｏ

。側
需
ヽ
ヘ
ロ
ヽ
口
望
ｐ
Ｎ
旧
ま
К
ｏ

ミ

微

畿

。
時
辻
掏
縮
む
車
Ｏ
ミ
収
田
口
蓋
Ｄ
■
“
悪

星
快
卜
掏
輪
害

′Ｄ
珈
掏
ぶ
く
１
２
珈
丼
爬
で
千
状
Ｋ

ｏ

。
ヾ
せ
掏
部
星
に
く
雑
む
車
ｏ

。
ゆ
ｅ
“
緯

〉
択

掏
千
害

′
莉
眠
）
Ｄ
邸
く
セ
縮
せ
０
「
輸
画
掏
ミ
悧
Ｋ

ｏ

。
〉
眠
）
Ｄ
邸
ま
週
縮
世

ｏ

。個
忙
む
ｔ

ｓ
騒
Ｏ
ミ
国
図
旧
藝
週
佃
位

ｏ

。
Ю
く
築
坦
翌
日
Ｏ
佃
忙
Ｏ
旧
郭
暉

ｏ

。
〉
眠
）
⊃
邸
く
で
掃
せ

ｏ

。佃
位
む
ｔ
ｓ
騒
紀
。
壼
く
く

掏
ｓ
４
９
う
）
０
■
荊
悪
型
軍
く

〉
韻
掏
縮
嬰
壼
佃
忙

ｏ

。
ヾ
０
わ
掟

〉
択
掏
縮
善

′
荊
歴
）
う
邸
く
で
縮
せ

ｏ

。
ヾ
０
わ
緯

〉
択

）
や
拗
細
く
０
み
掏
輪
曖
回

′
荊
眠
里
３
紫
回
迦
縮
せ

ｏ

。
Ю
ｅ
拘
牌
〉
択
掏
縮
普

′
荊
眠
せ
霊
騨
回
迦
縮
章
ｏ

倉
じ
劇
慎

Ю
．曽
即
日

０
あ
ヽ
即
日

「
寸
位
聰

卜
．ｏ
鵬
即

日

Ｈ
．Ｏ
Ｈ職

佃
忙

８
則
佃
忙

Ｎ
．〓
則
口

Ｈ
■
覇
即
日

〓
即
日

Ｎ
．∞
Ｈ
即̈
日

卜
‘
Ｈ
即̈
日

口
則
回

決
昨

・
熙
胆

器 llu

便

熙旨

串虫

便

熙貯

中

細
寸
寸

Φ
寸

卜
ヾ

０
寸
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柑

　

埋

∞
―

目

∽

懸
ヽ
い
Ｒ

一Ｃ
崎
―

田
∽
）
寸
―
飩

懸
ヽ
い
Ｒ

Φ
Ｉ

〓

∽

懸
ヽ
い
ｏ
Ｎ

怪
事

ｏ
服
Ｊ

・
引
墾

邸

¨
掻
嬰

Ｊ
区
型

¨
駆
Ｊ

。癒
佃
キ
撫

掏
望
Ｓ
Ｏ
ト
ベ
ロ

「
¨
引
墾

J
Ц 区
禦 llDE邸

基5墨

J
Ц 区
禦邸邸

‖縣優
墾 J嬰

J
0燿

輛・EEl
伽ぷ杯

露墨

掏
望
Ｓ
Ｏ
巡
混
目
∝
¨
＝
墾

J

曇量邸
‖駆怪
墾 J撃

邸
争
争

¨
怪
襲

Ｊ
燿
Ⅲ
ヽ

¨
駆
Ｊ

。鞠
伽
キ
撫

掏
興
Ｓ
Ｏ
卜
ヽ
目

Ｈ
¨
＝
墾

騒長邸

菫矯墨

邸

¨
怪
襲

Ｊ
区

¨
羅
Ｊ

。輛
伽
嘲
金
興

掏
塑
Ｓ
Ｏ
Ｆ
バ
昌

Ｈ
¨
＝
迎

邸
み
０

¨
掻
撃

Ｊ
区

¨
駆
Ｊ

欺
Ц

¨
＝
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
区
Щ
Ｓ

¨
需
Ｊ

Ц
興

¨
引
墾

J

塁騒堅
調需 怪
墾 J襲

311

冊

。悧
羅
筆
ホ
ロ
ヽ
口
型

，
Ｎ
恒
式
Ｃ

ｏ

ミ ミ
。罫
Ｋ
ｅ
紀
Ｏ
彗
謂
Ｒ
器

ｏ

。悧
需
氣
ホ
ロ
ヽ
口
星
゛
掏
旧
く
Ｃ
ｏ

。側
朧
氣
へ
輝
型
゛
Ｎ
に
く
Ｃ
で
輪
曖
回
ｏ

。
Ю
ミ
£
“
却

悧
朧
ふ
く
に
く
Ｃ

′築
３
⊃
通
築
墨
悪
Ｏ
Ｒ
騰
迦
縮
せ

ｏ

。悧
朧
体
ヘ
ロ
ヽ
鳳
星
゛
Ｎ
に
く
Ｃ

ｏ

ヽ

徴

畿

。
Ю
ｅ
樋
緯

〉
ぱ

掏
縮
普
）
や
拘
削
く
掏
腿
回

′
莉
眠
）
う
印
Ｃ
煙
縮
せ

ｏ

。
Ю
築
＝
゛
樹
）
う
邸
く
迦
縮
せ
）
画
丼
迦
千
画

ｏ

。
●
ｅ
拘
総

〉
ぱ
掏
縮
響

′
ね
阻

）
Ｄ
邸
く
迦
礎
皿

′
ｓ
築
＝
゛
樹
型
で
加
邸
く
迦
千
せ
ｏ

。
ヾ
辻
掏
旧
星
軍
＝
縮
普

Ｄ
■
れ
一ｍ
望
軍
く
掏
千
普

′
莉
眠
型
ぐ
施
翻
く
週
礎
回
ｏ

　ヽ
　
　
　
　
　
Ｏ
Ю

製
３
星
縮
曖
回
Ｏ
＝
Ｏ

「
〉
」

〉
眠
）
う
邸
く
星
卜

゛

悩
Ｄ

ｓ
悩
ぐ
迦
千
郭

′
ｓ
築
鋼
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版図



図版 1 法士南遺跡と周辺の遺跡

法 士 南 遺 跡 (今 回 調 査 地) 9 神 ノ 木 遺 跡

2 葛 籠 南 」退 跡 (× は今回試掘地 ) 10 南 河 瀬 遺 跡

3 南 川 瀬 南 遺 跡 高 宮 城 跡

4 西 葛 籠 遺 跡 12 カ ツ ト リ遺 跡

5 葛 籠 北 遺 跡 13 西 海 道 遺 跡

6 段 ノ 東 遺 跡 14 杉 田 遺 跡

7 極 楽 寺 遺 跡 15 鶴 ケ 池 遺 跡

8 天 田 遺 跡 16 十 八 遺 跡
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図版 2 法士南遺跡 トレンチ配置図
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図版4 法士南遺跡 20ト レンチ遺構および断面図
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図版 5 法士南遺跡 11ト レンチ遺構および図面図
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図版 6 法士南遺跡 14ト レンチ遺構および断面図

断 面 図 土 色 表

20丁 断 面 図 11丁 断 面 図 14丁 断 面 図

① 耕 作 土 層 ① 耕 作 土 層 ① 耕 作 土 層

② 灰黄色粘質土層鯛脚性層) ② 灰褐色粘質土層佃脚性層 ② 灰褐色粘質土層佃謝牡E

③ 褐 黄 色 粘 質 土 層 ③ 黄 褐 色 粘 質 土 層 ③ 黄 褐 色 粘 質 土 層

④ 茶 褐 色 粘 質 土 層 ④ 黒 茶 色 粘 質 土 層 ④ 茶 褐 色 粘 質 土 層

⑤ 黒 茶 色 粘 質 土 層 ⑤ 黒 灰 色 粘 質 土 層 ⑤ 濃 茶 褐 色 粘 質 土 層

⑥ 黒 灰 色 粘 質 土 層 ⑥ 褐 黄 色 粘 質 土 層 ⑥ 礫混り黒褐色粘質土層

⑦ 黄 褐 色 粘 質 土 層 ⑦ 黒 褐 色 粘 質 土 層 ⑦ 黒 灰 色 粘 質 土 層

③ 礫混り褐黄色粘質土層 ③ 褐 黄 色 粘 質 土 層
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図版 7 門田遺跡と周辺の遺跡

門 田 遺 跡 (今 回 調 査 地 ) 9 須 川 遺 跡

2 横 地 遺 跡 10 福 満 遺 跡

3 石 原 遺 跡 蓮 台 寺 遺 跡

4 上 沢 尻 遺 跡 12 甘 呂 遺 跡

5 竹 ケ 鼻 廃 寺 13 寺 村 遺 跡

6 椿 塚 遺 跡 14 中 久 保 遺 跡

7 品 井 戸 遺 跡 15 木 戸 口 遺 跡

8 西 今 遺 跡
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図版 9 法士南遺跡出土遺物実測図
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図版 10 法士南遺跡出土遺物実測図
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図版 11 法士南遺跡出土遺物実測図
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図版 13 法士南遺跡出土遺物実測図
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図版 16

法士南遺跡 20T遺構検 出状況 (東 から)

法士南遺跡 20丁 遺構検出状況 (西から)
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図版 17
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法士南遺跡 20T遺構掘込み作業



法士南遺跡 20T拡張掘 り込み終了 (東 か ら)

跛 彎 |■  11鮮

■■   ゞ

(南か ら)法士南遺跡 20T拡張掘 り込み終了
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法士南遺跡 20T拡張 SH-2掘 り込み状況

法士南遺跡 20T拡張 SIH-203掘 り込み状況
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法士南遺跡 1l T遺構検出状況 (西から)

法士南遺跡 1l T遺構検出状況 (西か ら)
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法士南遺跡 14T拡張遺構掘 り込み状況

図版 21
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法士南遺跡 14T拡張溝掘 り込み状況
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門田遺跡 7丁 試掘状況
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